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五
、
日
曽
利
分
教
場
は
も
と
駒
ケ
根
市
中
沢
の
古
瀬
と
合
同
し
て
日
化
学
校
と

一言
っ
て
い
た
が
後
に
古
瀬
と
離
れ
て
南
向
の
分
教
場
と
な
り
更
に
昭
和
二
十
四

年
飯
島
町
の
分
教
場
と
な
っ
た
。

六
、
こ
の
時
の
村
長
寺
平
幾
次
郎
翁
は
、
も
と
学
校
教
員
時
代
の
教
え
児
に
よ

っ
て
束
の
■
の
上
に
歌
碑
を
建
て
ら
れ
て
い
る
。

ｏ
　
浮
き
た
て
る
心
の
塵
も
沈
む
べ
し

澄
み
わ
た
り
た
る
月
に
向
え
ば

こ
れ
と
な
ら
ん
で
御
歌
所
寄
人
で
あ
っ
た
飯
沼
の
遠
出
英

一
翁
の
歌
碑
が
あ

る
。・

　

き
み
お
み
の
道
の
み
だ
れ
ぬ
わ
が
国
は

た
ぐ
ひ
な
き
国
ほ
こ
る
べ
き
く
に

ま
た
こ
の
南

に
、
も
と
南
向
小
学
校
長

で
あ

っ
た
桃
沢
虎
雄
先
生

の
歌
碑

が

大

草

城

史

研
　
究

（梗
概
）

の

今
か
ら
川
年
前
　
　
丁
皮
富
田
県
知
事
あ
頃
で
、
信
濃
宮
建
設
の
た
め
県
下

あ
げ
て
そ
の
運
動
に
参
加
し
た
時
で
あ
り
、
県
下
の
小
中
学
生
、
高
校
大
学
は

勿
論
の
こ
と
各
層
そ
の
建
設
資
金
に
奉
賛
し
、
ま
た
現
地
に
宿
泊
し
て
そ
の
敷

地
、
参
道
建
設
に
奉
仕
を
し
た
。
私
は
そ
の
頃
丁
度
南
向
小
学
校
に
勤
め
て
い

の
研
究
』
と
し
て
四
十
二
頁
謄
写
印
刷
に
し
て
百
川
冊
同
好
の
士
に
配
っ
た
。

そ
の
頃
学
校
の
職
員
に
、
村
の
翼
贅
壮
年
団
の
総
会
に
、
上
伊
那
南
部
教
員
会

の
総
会
に
も
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
今
年
七
月
南
向
郷
土
研
究
会
の

体
頼
で
そ
の
集
ま
り
に
お
話
を
し
た
の
で
そ
れ
を
こ
こ
に
載
せ
る
事
に
す
る
。

も
と
県
議
を
さ
れ
た
南
向
の
高
坂
応
平
さ
ん
の
御
宅
に
は

「
，
試
‐――‐―‐
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
ば
が
き
に
、

今
年
六
月
宮
中
月
次
御
歌
会
に
宗
良
親
Ｉ
御
題
に
て
歌
召
さ
せ
給
い
け
れ
ば

其
一詠
進
者
を
は
じ
め
信
濃
に
ゆ
か
り
あ
る
人
ム
の
歌
を
も
こ
ひ
て
帖
と
な
し
、

同
親
工
を
種
れ
る
大
河
原
の
古
樹
へ
本
納
し
た
り
き
。
抑
親
王
は
征
束
将
軍
の

職
を
帯
ぴ
さ
せ
給
い
我
信
濃
国
御
下
向
あ
り
し
は
興
国
の
は
じ
め
に
し
て
天
授

六
年
迄
凡
四
十
年
間
此
の
大
河
原
を
根
拠
地
と
定
め
給
ひ
て
各
所
に
転
戦
し
給

ひ
き
。
こ
の
長
年
月

一
日
の
如
く
無
二
の
忠
を
尽
し
て
親
王
に
仕
へ
お
り
し
は

高
坂
高
宗
な
る
こ
Ｌ
国
史
に
畑
也
。
こ
こ
に
謙
輔
ぬ
し
は
こ
の
高
宗
の
末
裔
な

り
と
云
ふ
。
代
入
土
地
の
素
封
家
を
も
っ
て
称
せ
ら
る
。
氏
も
亦
勤
王
愛
国
心

に
富
め
り
。
今
そ
の
邸
内
に
同
親
王
を
奉
杞
し
英
常
を
本
慰
す
る
あ
ら
ん
と
き

き
て
大
河
原
の
古
梅
へ
本
絡
せ
し
も
の
と
お
な
じ
き
帖
を
つ
く
り
て
お
さ
む
る

こ
と
と
は
な
り
ぬ
。

明
治
三
十
四
年
八
月
御
歌
所
録
事
　
　
　
　
源

英

一一　
謹

書

こ
の
こ
と
ば
が
き
は
御
歌
所

鞄
ッ
々
が
南
向
出
身
の
速
山
英

一
さ
ん
の
書
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
に
は
沢
山
の
方
々
の
御
歌
が
記
さ
れ
た
立
派
な
も
の
で

あ
る
。

い・　

朝
空
を
群
れ
き
し
島
ら
あ
わ
あ
わ
と

地
に
影

ひ
き
て
飛

び
去
り
に
け
り

七
、
石
神
坂
に
発
電
所
竣
上
の
記
念
碑
が
南
方
を
望
ん
で
建
立
さ
れ
た
が
戦
時

山
供
出
し
て
し
ま
い
、
台
柱
だ
け
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
台
柱
が

‐―――
を
偲
は
せ
る
が
何
だ
か
淋
し
い
。
し
か
し
そ
の
西
の
林
並
中
に
養
蚕
、
蚕
種

の
功
労
者
吉
沢
千
賀
太
郎
翁
の
頌
徳
碑
が
残
っ
て
い
る
。
石
の
碑
で
あ
る
た
め

災
厄
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

■
、
教
室
の
ま
ん
甲
に
任
が
あ
り
、
障
子
百
で
あ
っ
た
教
室
一が
此
の
頃
か
ら
硝

子
戸
と
な
り
漸
次
近
代
化
し
て
ゆ
く
端
紹
と
な
っ
た
。

（筆
者
　
中
川
村
北
林
）

松

村

　

弥

次

兵

衛

て
、
市
村
成

人
先
生

の
お
伴

で
福
島
常
、
宮
下
供
、
日
下
部
新

一
先
生

な
ど
と

舵
塩
、
人
河
原
方
面

の
調
査
に
行

っ
た
■

が
あ

っ
た
。
又
南
向

の
大
車
城
址
に

い
く
ど
か
先
生
が
御
出

で
に
な
り
、

そ
の
部
皮
直
接
指
導
を
し

て
戴

い
た
り
、

先
生
の
書

か
れ
た
も

の
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
昭
和
十

七
年

二
月

『
大
卓
城
史

あ

る
。

大

草
城

址

の

図
は
写
真

と
し
て
成

さ
れ
た
も

の
で
あ
り

署
図

一
、

二
は
今
は

故
人
と
な

っ
た
、
高

坂
徳
風
、

寺
平
幾
次

郎
、
安
官

熊
次
郎
翁

に
お
き
き

し
て

（昭

和
十

六
、
七
年

の
頃
）
作
製
し
た
も

の
で
あ
る
。

城

の
西

は
天
竜

の
清
流
に
の
ぞ
ん
だ
だ
、
南

と
北

は
深
く
切
れ
た
聡
谷
に
の

ぞ
み
東
方

の
平
地

に
つ
づ
く
所
は
二
条

の
堀
切

で
遮
断
し
、
本
丸

（字
古
城
）

は
方

三
十
間
位

の
広
場
、
其
の
南
面

に
帯
郭
が
あ
り
、
北
方
に

一
段
低
く

二
の

丸

（字
下
城
）
が
あ
る
。
小
城

で
は
あ
る
が
顔

る
要
書

で
如
何
に
も
美
し

い
感

咄
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０
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じ
の
城
で
あ
る
。
此
の
城
は
香
坂
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た
と
考
え
応
れ
る
か
ら
、

規
王
も
時
折
は
大
河
原
の
山
中
を
御
出
ま
し
あ
っ
て
、
こ
こ
大
車
の
り
に
御
■

居
あ
ら
せ
ら
れ
、
谷
地
の
雄
人
な
風
光
を
愛
で
給
い
天
竜
の
清
流
に
御
襟
快
を

洗
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
Ｌ
市
村
先
生
は
下
伊
部
教
育
会
編
の
宗

良
親
王
御
伝
記
の
中
に
云
わ
れ
て
い

る
。又

昭
和
十
五
年
二
月
十
五
日
信
毎

紙
上
に
は
栗
岩
英
治
氏

（県
史
編
纂

官
）
謹
話
と
し
て
、
斉
坂
氏
の
本
拠

地
は
上
下
伊
那
境
の
上
伊
那
南
向
村

大
卓
て
此
所
の
高
坂
応
平
氏
の
家
に

は
収
国
川
の
占
文
書
を
持
っ
て
居
り

城
址
も
残
っ
て
い
る
。
大
河
原
は
王

朝
か
ら
鎌
青
川
あ
た
り
は
皇
室
関
係

の
庄
国
で
あ
っ
た
が
、
後
に
―■
大
革

価
の
内
に
な
っ
て
お
り
、
■
の
■
正

の
Ｉ
帳
も
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
西

坂
氏
が
玄
関
淋
を
―′́
ア
、
川
Ｉ
を
奥

に
安
置
し
ま
い
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た

ム
カ
と
載
せ
ら
れ
て
―・、
る
．

一
、
本

城

の
所
在
的
位

置

船
山
城
　
片
桐
蔵
人
人
夫
為
基
、
八
二
〇
年
前
、
台
城
　
片
桐
八
＝
宗
桐
　
大

島
、
名
古
城
　
片
桐
八
郎
人
大
景
重
、
大
島
、
八
〇
四
年
前
、
本
郷
城
　
片
杭

治
郎
太
大
為
紹
、
七
八
〇
年
前
、
岩
間
城
　
岩
間
二
郎
為
弘
、
飯
島
、
七
六
〇

企 上 署 図 ぃ

人
'■

城 l」 の 料 図 ロ

年
前
、
北
山
城
　
上
沼
右
近
、
七
久
保
千
人
塚
、
石
原
堡
里
　
新
井
万
之
助
、

七
久
保
、
赤
須
城
　
片
桐
孫
三
郎
為
＋
、
赤
木
、
六
二
〇
年
前
、
上
租
城
　
片

桐
中
務
少
輔
為
明
、
赤
木
、
五
五
五
年
前
、
高
島
体
早
　
片
桐
安
去
守
久
保
、

南
向
、
四
二
〇
年
前
、

大
草
城
　
大
河
原
城
　
香
坂
高
宗
、
堀
田
城
　
新
田

一
族
、
颯
―‥―――
■
童
、
大
河

原
、
松
平
城
　
上
の
出
城
高
宗
の
二
子
松
平
二
郎
高
Ｉ
、
大
河
原
文
満
、
青
木

城
　
大
河
原
、
駿
木
城
　
児
島
高
春
、
鹿
塩
中
峯
、
天
狗
森
城
　
上
の
出
城
、

鹿
塩
、
大
島
城
　
上
の
出
城
、
出
塩
、
桃
井
城
　
桃
井
宗
綱
、
部
奈
。

二
、

大

草

郷

＝

＋
（草
―
大
河
原
―
島
塩
の
関
係

Ｌ
大
河
原
松
下
楠
美
氏
所
持
の
検
地
帖
に
、
大
革
の
内
大
河
原
之
郷
天
正
十
九

年
霜
月
廿
八
日

（三
八
二
年
前
）
と
し
て
あ
り
、
２
常
泉
寺
住
持
の
御
話
で
は

蘭
塩
の
塩
泉
院
、
天
河
原
の
香
松
寺
、
沢
井
の
香
松
寺
、
北
入
の
宝
久
寺
等
全

部
常
泉
寺
の
末
寺
で
　
も
と
城
の
東
方
七
、
八
十
間
の
所
に
上
の
坊
と
い
っ
て

常
泉
寺
の
元
邸
が
あ
る
。
殊
に
高
坂
高
宗
の
墓
碑
の
あ
る
香
松
寺
は
訴
訟
沙
決

の
結
果
、
現
在
は
静
岡
の
或
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

天
竜
東
は
官
軍
と
云
わ
れ
北
条
時
行
、
香
坂
高
宗
、
中
沢
氏
、
諏
訪
氏
、
知

久
氏
、
天
竜
西
は
賊
軍
で
小
笠
原
氏
と
な
っ
て
お
り
、
信
濃
宮
御
由
緒
書
ま
た

市
村
先
生
の
宗
良
親
Ｉ
伝
記
、
栗
岩
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
大
革
は
距
塩
、
大

河
原
の
生
命
線
で
あ
り
、
兵
は
五
百
人
位
で
、
も
と
鹿
塩
、
大
河
原
に
は
水
田

が
な
く
、
六
拾
年
位
前
調
査
行
の
時
大
河
原
に
水
田
井
町
歩
位
と
云
わ
れ
た
。

宗
良
親
王
は
大
草
の
官
、
信
濃
の
宮
、
信
州
大
工
と
も
云
わ
れ
、
■
つ
て
黒
板

勝
美
博
士
が
京
都
醒
酬

三
宝
院
の
古
写
歌
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
中

に
大
卓
宦

御
歌
、
信
州
文
水
寺
密
成
院

の
東
向
広
稼

に
畳
を
敷
い
て
池

の
迎
を
眺

め
て
宗

詢
法
印

の
手
跡

に
て
写
之

‥
　
一ム
ス
と
あ
り
。
市
村
先
生
は
京
都
Ⅲ
酬

二
ｉ
院

を
前
後
四
回
訪
問
さ
れ
た
と
云

う
。

」

ｒ
鰐

鮭
慨

宮
‥

耐
γ

熊
ぃバ

｝崚が

鮮

矢

”ル
・
門
遠

。
宮
坂

・
外
垣
外
　
問
瀬
垣
外

・
問
瀬
日

・
成
垣
外

ｏ
西
垣
外

鼎

削
』
」 鶉

刹
」
酬

剛
〔
蹴

』
剌
撃
） 鶴

』

嘲

訂

喧

釉

北
、
沖
田
〉
と
云
わ
れ
城
の
真
北
に
あ
た
る
と
云
う
）

。
立
小
路

（
荒
町
よ
り

隠
居
城
へ
の
小
路
で
あ
る
）
ま
た
沖
田
部
落
に
隠
居
川
、
下
平
部
落
に
ほ
居
屋

敷
、
鹿
養
部
落
に
隠
居
畑
と
大
う
そ
れ
ぞ
れ
城
に
関
係
を
も
つ
地
名
が
あ
る
。

ま
た
相
模
垣
外
と
云
う
名
家

（桃
沢
氏
）
が
あ
り
、
地
名
は
今
も
残
っ
て
い
る

が
横
浜
へ
転
居
さ
れ
た
。　
一鴬

，
体
り
は
■
つ
て
宗
良
親
Ｉ
が
常
を
飼
わ
れ
た
所

で
あ
る
が
、
順
次
奥
へ
籠
ら
れ
た
な
ど
云
わ
れ
て
い
る
．
四
徳
か
ら
距
塩
へ
ゆ

く
出
中
に

一自

性
〓
昨
ど
云
う
盆
地
が
あ
り
、
ま
た
コ
ノ
イ
小
屋
と
云
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
地
名
が
あ
る
が
、
何
れ
も
大
■
の
里
よ
り
鹿
塩
、
人
河
原
方
面
へ

食
糧
其
他
を
運
ば
れ
た
地
名
で
あ
る
と
云
う
。
鹿
養
と
云
う
地
名
は
茅
生
で
ぁ

り
、
県
史
編
纂
官
の
故
人
で
あ
る
栗
岩
英
治
先
生
は
宮
様
が
大
革
か
ら
天
河
原

へ
む
争
で
あ
り
ヽ
間
瀬
日
は
茅
生
の
馬
が
下
へ
下
ら
ぬ
様
、
杭
で
境
を
し
た
所

だ
と
村
史
編
纂
官
の
故
人
で
あ
る
寺
平
幾
次
郎
さ
ん
は
云
わ
れ
た
。
ま
だ
此
の

29 -―

珊
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０
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０
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外
に
も
や
じ
ろ

・脇

牝

・
鎌
倉
塚

素

嫌

・
殿
屋
敷

・
大
門

・
的
場

。
矢
平
日

影

・
宮
ケ
原
久
保

・
宮
ケ
原
北

・
宮
ケ
原
日
影

・
永
楽
用
等
々
沢
山
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
る
。
又
寛
永
元
年
不
動
尊
と
共
に
南
向
葛
島
延
寿
院
に
遷
座
さ
れ
て

崇
敬
さ
れ
て
い
る
大
日
如
来
は
補
正
成
、
正
行
両
公
が
戦
死
さ
る
ヽ
や

一
族
の

楠
左
衛
門
尉
正
勝
が
再
挙
を
図
り
正
平
七
年
宗
良
親
王
の
信
州
下
向
の
御
跡
を

慕
い
、
身
を
山
伏
に
変
じ
輌
氏
の
守
本
尊
た
る
大
日
如
来
を
笈
に
納
め
遠
州
よ

り
天
竜
川
に
沿
い
て
飯
田
に
来
り
、
飯
田
楠
本
と
名
乗
り
天
下
の
形
勢
を
観
菫

し
た
。
佃
々
宗
良
親
王
が
大
河
原
に
立
て
籠
ら
せ
給
う
と
岡
く
や
之
に
馳
せ
参

ら
ん
と
、
飯
田
を
出
発
し
て
大
河
原
に
向
い
よ
う
や
く
比
の
堂
ケ
萱
に
辿
り
着

い
た
。
こ
こ
に
不
動
尊
を
奉
祖
せ
る

一
つ
の
生
が
あ
っ
て
通
行
の
人
達
は
数
に

休
息
し
旅
路
の
立
安
を
祈
る
を
常
と
し
た
。
Ｉ
勝
は
笈
を
解
き
て
暫
く
こ
こ
に

逗
留
し
て
通
行
人
の
様
子
を
探
り
、
こ
こ
に
て
同
志
を
募
ら
ん
と
し
た
る
も
志

を
得
ず
終
に
病
を
得
て
空
し
く
此
の
地
に
段
し
た
。
ま
た
黒
■
部
落
に
あ
る
鋼

世
音
苦
薩
は
伊
那
二
十
三
番
日
の
札
所
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
伝
う
る
所

に
よ
る
と
吉
野
朝
時
代
大
河
原
に
駐
ま
せ
ら
れ
た
宗
良
親
王
に
奉
仕
せ
る
武
士

が
故
あ
っ
て
山
伏
姿
と
な
り
、
世
を
忍
ん
で
観
世
音
菩
薩
の
像
を
基
侍
し
て
人

河
原
よ
り
四
徳
を
経
て
黒
牛
に
来
り
、
な
に

一
宇
の
堂
を
構
え
観
音
様
を
安
置

し
た
と
云
う
。
又
其
の
念
仏
も
同
地
に
現
在
し
て
い
る
が
、
始
ん
ど
他
に
類
例

な
く
而
も
今
京
都
に
残
存
し
て
居
る
も
の
と
同

一
な
り
と
云
う
、

（大
日
如
来

と
観
世
音
省
薩
の
項
は
南
向
村
誌
よ
り
）

四
、　
十
呈
又
毒
目
に
就

い

て

合
戦
に
功
あ
り
、
大
革
地
頭
職
を
場
わ
っ
た
］

三
河
秋
葉
神
社
に
不
納
し
た
大
草
体
斎
起
請

一
紙
に
家
中
衆
叶
桐
、
大
島
、
市

田
、
等
各
村
に
散
在
Ｌ
あ
り
。

３
諏
訪
御
符
礼
の
古
書
に
は
、
大
卓
香
坂
左
術
門
有
宗
寛
上
七
年

（五
〇
ｔ

年
前
）
、
大
草
民
部
少
輛
宗
政
長
禄
二
年

（五
二
五
年
前
）
、
大
牛
沙
弥
呂
広

文
明
九
年

（四
九
六
年
前
）
。

４
下
久
堅
村
平
沢
家

・
大
下
条
村
金
田
家
に
は
慶
長
だ
和
頃
の
香
坂
七
郎
右

衛
門
の
名
の
あ
る
年
貞
割
付
帖
、
皆
済
Ｈ
録
が
あ
る
。

５
南
向
村

（現
在
は
片
桐
村
と
合
併
、
中
―――
付
と
云
う
）
の
常
泉
寺
所
持

香
坂
何
右
衛
門
文
書
　
ヽ―
宗
寿

ｏ
宗

邦

―

宗

広

―
宗

継

―

‐

六

獲

（
獣

囃

酬

任

耐

）
‐

宗

載

―

宗

次

―

宗

縁

（
雌

断

り

ま

た

∝

は

耐

Ｙ
‐
宗

澄

（
哺

勁

卿

正

）
‐

宗

親

‐

宗

久

ｏ
高
坂
家
の
基
地
に
は
室
町
時
代
の
Ｉ
輪
塔
が
あ
る
。

ｏ
岩
村
田
高
女
、
岩
崎
長
思
先
生
が
北
佐
久
三
井
村
牧
の
島
の
香
坂
氏
の
御
研

究
の
非
常
に
詳
細
な
本
が
お
あ
り
と
か
の
出
で
あ
る
が
、
私
は
不
勉
強
で
拝
見

し
て
な
い
。
鹿
塩
、
大
河
原
に
は
両
姓
が
な
い
と
の
事
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年

私
が
此
の
研
究
を
し
た
時
に
は
、
上
伊
那
郡
に
、
香
坂
三
、
高
坂
が
四
十
九
戸

あ
っ
た
。

（昭
和
四
十
七
年
十

一
月
二
十

一
日
記
）
（筆
者
　
飯
島
町
七
久
保
）

１
．香
坂
宗
種
文
書

『
小
笠
原
殿
国
も
ち
を
お
う
り
や
う
被
成
候
今
度
郷
の
者
七
ツ
八
ツ

一
揆
の
組

を
た
て
申
候
条
殿
も
く
み
に
校
成
候
如
件

永
享
四
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
中
沢
嘉
門
尉

花
押

香
坂
宗
た
ね
般
』

縦
九
寸
匹
分
、
横
四
寸
端
紙
に
て
は
ん
と
う
の
走
り
書
で
密
書
の
如
き
も
の
で

あ
る
。
今
か
ら
五
百
四
拾
年
前
、
其
の
当
時
と
し
て
は
上
下
伊
那
唯

一
の
室
町

時
代
の
文
書
と
市
村
先
生
は
言
わ
れ
、
私
の
発
見
し
た
当
時
は
知
事
以
下
大
変

の
■
ひ
様
で
あ
り
、
比
の
文
書
に
つ
い
て
は
昭
和
十
七
年

『信
濃
』
三
月
号
に

詳
し
く
市
村
先
生
に
よ
り
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

２
北
条
氏
直
文
書

兵
表
及
勢
道
候
処
早
々
忠
信
感
悦
候
弥
向
後
別
而
走
廻
専

一
候
猶
安
房
守
可
中

償
　
恐
性
謹
言

九
月
十
二
日

（天
二
十

一
年
）
　
　
　
　
氏
直

（花
押
）

大
卓
休
斎

安
．房
守
は
氏
政
の
弟
氏
邦
で
氏
直
の
叔
父
に
当
る
。
休
斎
の
孫
右
近
、
宗
澄
は

真
田
安
房
守
辛
昌
の
坂
い
た
時
家
康
の
命
に
よ
り
出
陣
し
た
。
香
坂
氏
は
代
官

を
し
て
い
た
が
、
宗
久
の
時
帰
農
し
て
郷
士
と
な
り
飯
綱
山
の
神
社
を
建
立
し

た

（天
Ｉ
）
が
あ
る
由
。

北
条
、
徳
川
が
和
議
を
結
ん
で
、
川
中
島
を
除
く
全
部
が
徳
川
領
と
な
っ
た
。

大
正
十
三
年
八
月
上
田
真
―――
昌
幸
が
坂
き
香
坂
氏
も
川
陣
し
た
。
宗
種
は
結
域

ヽ
　
　
以
上

内
府
様
被
仰
付
候
　
　
合
六
石
者
常
泉
寺

右
前
々
御
寺
頷
之
内
に
て
、
水
代
全
珂
鰍
扱
Ⅷ
所
郵
者
也
　
働
如
件

香
坂
何
右
術
門
尉
昌
吉

（化
押
）

慶
長
六
年
七
月
十
七
日

御
納
所
御
中

（肥
塩
、
大
河
原
に
は
こ
う
し
た
文
書
な
し
）

ｏ
何
右
衛
門
、
恐
ら
く
膏
沼
小
太
膳
定
利
の
代
官
、
八
帷
社
、
諏
訪
社
へ
も
六

石
宛
本
納
。

・
慶
．長
六
年
四
月
十
日
、
朝
日
受
水
同
寺
へ
五
石
、
黒
印
状
。

郷

土

年

表

抄

明
治

一
九
年
　
一月

入
学
は
年

一
回
　
一ハ
十
八
才
　
一Ｔ
天
　
電
信
機
械
を

一

四
月
と
学
校
令
改
正
生
徒
は
月
二
銭
　
般
に
公
開
　
二月

県
会
議
員
選
挙
松

の
授
業
料
を
納
入
す
る
こ
と
ヽ
な
る
　
尾
千
振

・
樋
日
与
平

・
北
原
信
網

・

（二
〇
年
は

一
年
生
五
銭
、
二
年
生
　
安
東
欽

一
郎
当
選
　
八
生
へ
　
伊
谷
修

八
銭
、
三
年
生
十
二
銭
、
四
年
生
十
　
下
伊
那
部
長
と
な
る
。

五
銭
と
な
る
）
十
三
　
俳
人
井
月
残

吋
書
雨
百
肛
０
中
繭
求
“
ざ
汁
満
朝
Ｓ
（
ヽ
。
畔
寄
雨
球
＝
０
鞘
鞘
サ
燿
こ
ざ
Ｌ
ン
市
炒

．
鳳
ｍ
＝
サ
（
鴨
針
τ
締
０
サ
Ｓ
ｓ
熙
■
つ
回
日
回
り
図
珊
器


